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から論稿が寄せられています。今後も，室報に今村法律研究室の幅広い活動状況を
伝える論稿が寄せられ，研究と実務の架け橋を目指す機関誌として，法曹界にイン
パクトを有するものに発展することを強く期待しております。
　法科大学院の設置にともない，従来の法曹教育のシステムが様変わりしつつあり
ます。この状況下において，今村法律研究室の果たすべき役割は，ますます重要に
なってきています。今後は，今村法律研究室の新会員の大部分は，法科大学院の修
了生ということになるでしょうが，研究と実務の架け橋としての役割を担っている
今村研究室の機動力は，一層高まっていくことと思います。室報第50号を節目とし
て，特色ある今村法律研究室がますますの発展を遂げますことを，祈念してやみま
せん。
晩年（1944 年）の今村力三郎（専修大学総長）
